












 

目的 

 昭和 47 年 8 月下旬から 50 年春にかけて九州から関東さらに新潟県内に牛の

異 常 産 が 流 行 し た . 四 肢 の 関 節 拘 縮 , 大 脳 欠 損 を 主 症 状 と

し,Arthrogryposis-Hydranencephaly と呼ばれている.本症の原因は流産胎児

からアルボウイルスに属するアカバネウイルスが分離されたこと,異常産仔牛

と母牛の血清中にこのウイルスが認められたことなどから,アカバネウイルス

の胎内感染によることが明らかにされた 1),2) 


